
JP 2015-184287 A5 2017.3.16

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年3月16日(2017.3.16)

【公開番号】特開2015-184287(P2015-184287A)
【公開日】平成27年10月22日(2015.10.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-065
【出願番号】特願2014-57537(P2014-57537)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/04     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/30     　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ    3/04     　　　Ｋ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     　　　Ｋ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２３Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２１Ａ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ｇ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６７０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｊ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ａ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４１Ｋ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｅ
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月6日(2017.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　それぞれが第１電極、発光層、及び第２電極を有する複数の第１発光素子と、
　前記複数の第１発光素子の前記第１電極にそれぞれ接続する複数の第１電源配線と、
　前記複数の第１発光素子の前記第２電極に接続する設置配線と、
　前記複数の第１電源配線に流れる電流を制御することにより、前記複数の第１発光素子
の発光を制御する制御部と、
を備え、
　前記制御部は、前記複数の第１発光素子を繰り返し発光させ、かつ発光１周期の中で、
前記複数の第１発光素子に流れる電流のタイミングをずらす発光装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【請求項３】
　請求項２に記載の発光装置において、
　それぞれが前記第１電極、前記発光層、及び前記第２電極を有する複数の第３発光素子
と、
　前記複数の第３発光素子の前記第１電極にそれぞれ接続する複数の第３電源配線と、
を備え、
　前記複数の第３発光素子の前記第２電極は前記接地配線に接続しており、
　前記制御部は、前記複数の第３電源配線に流れる電流を制御し、
　一つの前記第３発光素子の面積は、前記第２発光素子の面積よりも小さく、かついずれ
の前記第１発光素子の面積よりも大きく、
　他の前記第３発光素子の面積は、いずれの前記第１発光素子の面積よりも小さく、
　前記制御部は、前記複数の第３発光素子を繰り返し発光させ、かつ発光１周期の中で、
前記複数の第３発光素子に流れる電流のタイミングをずらし、
　前記第２発光素子が発光している間に、前記複数の第３発光素子を１周期以上発光させ
る発光装置。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　　請求項１に記載の発明は、それぞれが第１電極、発光層、及び第２電極を有する複数
の第１発光素子と、
　前記複数の第１発光素子の前記第１電極にそれぞれ接続する複数の第１電源配線と、
　前記複数の第１発光素子の前記第２電極に接続する接地配線と、
　前記複数の第１電源配線に流れる電流を制御することにより、前記複数の第１発光素子
の発光を制御する制御部と、
を備え、
　前記制御部は、前記複数の第１発光素子を繰り返し発光させ、かつ発光１周期の中で、
前記複数の第１発光素子に流れる電流のタイミングをずらす発光装置である。
 


	header
	written-amendment

